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GP（グライドパス）：パス角からの上下方向の偏位を提供する…

NFM（フィールドモニタ）の目的：実空間で直接パスを監視する…

他のモニタよりもプライオリティーが高い

TXの故障、システムの信頼性を監視するセンサー

反射板の敷設理由：近傍モニタ…地面の影響を過大に受ける…

NFMの不安定要因：融雪時…降雨時…克服が課題であった…

…融雪変動が最小化される改良型反射板を考案…
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図1 青森空港のＧＰ反射板の比較実験配置図
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現用反射板 改良型反射板

現用ニアフィールド

アンテナ
改良型反射板の

ニアフィールドアンテナ

図２ 現用と改良型ＧＰ反射板
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反射面の積雪深測定
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降雪地のILSの予防保全実施状況

年に何回か実施す
る程度

LLZ素子着雪・着氷の
除去作業

ＬＬＺ

殆どを占める
ＧＰモニタ反射板の
積雪の除雪作業

ＧＰ

作業割合作業内容
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現用反射板の除雪作業
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モニタ反射板の開発経緯

現用GPのモニタ

反射板

厚さ : 6cm

インテグラルモニタ

ワイヤープレーン方式

改良型モニタ反射板

厚さ : 19cm

ＦＡＡ

千歳空港

ENRI考案
方式
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7図３ 反射係数の実数部の変化
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図４ 反射板の舗装厚に対する融雪時の反射係数の変化
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図５ 反射板の舗装の厚さDasを変えて、その上の

積雪 Dsw=4cm の融雪時のDDM特性 9/14
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図６ 融雪変動
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実験結果 (1/3)



11図８ 積雪変動 11/14

実験結果 (2/3)



12図10 散水実験状況 12/14

改良型 GP反射板

現用 GP反射板

現用NFMアンテナ



13図1１ ＧＰ反射板に散水したときのDDM測定 13/14

実験結果 (3/3)
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ま と め

ρW = 1/4 ～ 1/6散水実験

30cm 以下放置可積雪深変化

変動減少率

ρW = 1/16  （5μA 以下）
融雪変動

現用に対する

改良型ＧＰ反射板の積雪改善状況
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2005年 青森空港、千歳空港に整備…


